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A Report Regarding Modifi.ed Our Original Physical Fitness Test“Tairyokubanzuke" 

Shinobu NISHIMURA 1) Tadashi MURAMATSU2) Shizuyo SHIMIZU2) 

Koji KAT02) Yasushi ISHIDE3) 

The purpose of this study was to report modified our original physical fitness test“Tairyokubanzuke." The test 

consisted of (1) Anaerobic power test， (2) Grasping power test， and (3) Standing long jump. 190 college students 

(134 men 18.7::t 0.9 y/o， 56 women 18.6士0.7y/o) who were interested in their own health related physical fitness 
participated in. The results of all events were as follows: (1) Anaerobic power test: male 19.2土0.9w/kg，female 13.8::t 
2.6w/kg; (2) Grasping power test: male 45.8::t 6.3 kg， female 28.2士4.4kg; and (3) Standing long jump: male 232.6土
27.8cm， female 171.6土23.4cm.We compared the results of all events with other studies and found out that both male 

and female students' results of all events were almost as same as not only the other studies but also the average marks of 

the Japanese college students. Thus， their health related physical fitness were not likely to decrease even thought it was 

said that the health related physical fitness of the latest college students was declining. 
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慶麿義塾大学(本塾)は， 1993年度よりカリキュラム

改訂が行われ，保健体育科目は選択制となったO それに

伴い村山ら(1994)は，大学生全体の体力の推移・特徴

を把握していくことが容易でなくなることが懸念される

と報告し，また本塾のような総合大学における継続的な

体力測定のデータ収集・分析を行うことは，今後の大学

の体育関係科目構築における体力問題検討の一環として

重要であると述べている。

本塾においては，過去に塾生の体力に関する発表が行

われている。松田ら(1989) と近藤ら(1990)は，体

育実技が必修であった入学直後の塾生老対象に受験勉強

を経験して入学する塾生と推薦・内部進学によって入学

する塾生の体力測定結果を比較したと乙ろ，さまざな要

因(敏捷性・筋持久力・柔軟性など)において，男女と

もに推薦・内部進学の塾生が有意に受験勉強を経験して

入学する塾生より優れていた傾向にあることを発表し

た。またさらに，松田ら(1989)，近藤ら(1990)，村山

ら(1994)は共に，入学後に受講した週一回の体育実技
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の授業によって体力レベルの向上が一年後に望めること

が明らかになったと報告した。

それらを踏まえ，佐々木ら(1995)は，本塾オリジ

ナルとなる体力診断・運動処方システム開発を試み，

そして近藤ら(1998)が健康関連体力テストの評価基

準表の作成を行った。測定種目は， American Alliance 

for Health， Physical Education， Recreation and Dance 

(1983)で考案された健康関連体力テストを本塾用に改

良を加え，以下の 5種目で行ったO それらは，身体組成

として体脂肪率，筋力・筋持久力として30秒間上体起

こし，柔軟性として長座位体前屈，心肺持久力として

Vo2@75%HRmax，そして脚パワーとして AnaeroDash

であった。

今回我々は，そのオリジナルテストを参考に，体育科

目ガイダンス期間中に 全員強制的に参加させる体力テ

ストではなく，体力に関するイベントに自主的に参加す

ることができる簡易体力測定『体力番付」と称した企画

を立案し，実施した結果について報告を行う。

方法

対象者:本塾体育科目ガイダンスに参加した塾生のう

ち，自発的に『体力番付」に参加を希望した塾生 190名

(男子:134名・ 18.7:::l:::0.9歳女子:56名・ 18.6:::l:::0.7歳)

であった。

場所&期間:本塾日吉記念館フロアにて，平成17年4

月8日(金)より14日(木)の土日を除く計5日間行った。

測定種目&測定方法:r体力番付』では， 3種目の測

定を行った。まず lつめは，佐々木ら(1995)が行った

健康関連体力テストと同様の AnaeroDashを採用した。

測定するにあたりコンビ社製AnaeroDash2500を用い

静止状態から 4秒間の全力ペダリングによる自転車こぎ

を行い，体重あたりのパワーを評価値としたO

2つめは，文部科学省新体力テストより握力を採用し

た。測定現場にてスムーズに測定を行うことができ，か

つ塾生自身も馴染みのある種類を選択することが重要で

あると判断し採用した。竹井機器工業株式会社製デジタ

ル握力計グリップDを用い，直立の姿勢で両足を左右

に自然に聞き腕を自然に下げ，握力計が衣服に触れない

ようにして力いっぱい握りしめるように行い，左右2回

ずつ行いよい方を記録した。

3つめも，握力と同様の理由より，立ち幅跳びを採用
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した。両足を軽く聞いて，つま先が踏み切り線の前端に

そろうように立ち，同時に踏み切って前方にとび，身体

がフロアに触れた位置のうち，最も踏み切り線に近い位

置と踏み切り線とを結ぶ距離を測定し記録した。

結果と考察

「体力番付』に計 190名におよぶ塾生が自主的に参加

し無事に 5日間の測定を終えた。その期間中に得られた

結果は以下のとおりである(表1)。

AnaeroDashの平均値は，男子では 19.2士0.9w/kg，

女子では 13.8:::l::: 2.6 w /kgであった。 10年前に発表した

佐々木ら(1995) の結果(男子 18.2:::l:::2.7w/kg，女子

12.4 i:: 2.3w/kg) と比較してみると，わずかではあるが

今回の「体力番付』にて得ることができた塾生データが

上回っていた(表2)。近年の若者層の体力・筋力低下

に関する発表が頻繁に行われている(中野2001，松元

2002，山崎2003)が，今回の結果からでは，低下とい

う傾向はみられなかった。また，近藤ら(1998)の作成

した評価基準表と比較すると，男子の平均値は 5段階評

価の中で“3"であった(表3)。女子の平均値もまた“3" 

であった。よって，本塾の男子女子ともに脚パワーとし

て行われた AnaeroDashの記録は，低下している傾向で

はなかった。

握力の平均値は，男子では 45.8士6.3kg，女子では

28.2土4.4kgであった。平成11年より実施されている文

部科学省新体力テスト(12~ 19歳対象)の項目別得点

表(西嶋ら 2003)と比較してみると，男子は10点中“7

点'¥女子も同様に“7点"となり，男女ともに高得点、を

記録している結果となった(表4)。社団法人全国大学

体育連合 (2003)がまとめた平成14年度の新体力テスト

を行った大学別のデータをすべてまとめて平均した全国

平均値と比較してみると，男子では全国平均値 (43.5土

6.6kg)よりわずかに上回り，さらに女子においても全

国平均値 (26.7:::l:::4.4kg)よりわずかに上回る結果となっ

た(表5)。全国的に比較しでも本塾の塾生男女ともに

筋力として評価される握力の結果においては，大きな筋

力差はみられなかった。

立ち幅跳びの平均値は，男子では 232.6土27.8cm，女

子では 171.6:::l::: 23.4 cmであったO 新体力テストの項目

別得点表(西嶋ら 2003) と比較してみると，男子は10

点中“7点"，女子は“6点"であった(表4)。全国平



均値(社団法人全国大学体育連合 2003) と比較してみ

ると，男子では全国平均値 (232.1土24.6cm) とほぼ同

値であり，さらに女子においては全国平均値(169.2:i:: 

24.0cm)よりわずかに上回る結果となった(表6)。全

国的に比較して本塾の塾生男女ともに瞬発力の種目とし

て評価される立ち幅跳びの結果においては，大きな差は

みられなかった。

松元 (2002)によると，体力測定値の推移が20年間で

一貫して男子・女子共に低下傾向にあると述べている。

しかしながら，今回の体力番付では低下している傾向は

みられない結果であった。ただし 自発的に参加する塾

生達は，少なからず体力に興味があり運動を好むものが

ほとんどであったことにより，結果として体力レベルが

高値を示したことが考えられる。さらに，毎年本塾には，

6500名以上の塾生が入学しているにもかかわらず，今

回の測定ではわずかに 190名のデータである。これでは，

本塾全体としての体力測定データとして言いきることは

できないと思われる。よって，今後の改善点としては，

この『体力番付」に参加を呼びかけるアナウンスの仕方

などに工夫をすることにより，より多くの塾生の体力テ

ストを行えるようにしていく必要がある。

結 き五
ロロ

今年度より初めて実施した簡易体力測定『体力番付J

は，イベント的趣向を含む企画として行った。コンセプ

トは，身体を動かすことがいかに気持ちいいか，また記

表1. 『体力番付』参加者記録

塾生 参加者数 年齢 AnaeroDash 握力 立ち幅跳び

(名) (才) (w/kg) (kg) (cm) 

男子 134 18.7士0.9 19.2:i:: 0.9 45.8:i:: 6.3 232.6:i:: 27.8 

女子 56 18.6:i:: 0.7 13.8:i:: 2.6 28.2:i:: 4.4 171.6:i:: 23.4 

(平均土標準偏差)

表2. AnaeroDashにおける

『体力番付』と佐々木ら (1995)との比較

参加者数 AnaeroDash 

(名) (w/kg) 

『体力番付』 134 19.2:i:: 0.9 

(2005) 女子 56 13.8:i:: 2.6 

佐々木ら 181 18.2土2.7

(1995) 女子 97 12.4:i:: 2.3 

(平均土標準偏差)

表3. AnaeroDashの結果に関する評価

(慶磨、義塾大学健康関連体力テスト結果評価基準表(近藤ら1998)より)

1 2 3 4 5 

男子 ~13.9 14.0~16.6 16.7~19.3 19.4~22.0 22.1~ 

女子 ~9.0 9J~1l .3 1l .4~13.5 13.6~15.8 15.9~ 

Cw/kg) 
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表4. 握力と立ち幅跳びの結果に関する評価

(文部科学省新体力テスト (12~19 歳対象)の項目別得点表(西嶋 2003) より)

握力 (kg) 立ち幅跳び (cm)

得点 男子 女子 男子 女子

10 56~ 36~ 265~ 21O~ 

9 51~55 33~35 254~264 200~209 

8 47~50 30~32 242~253 190~199 

7 43~46 28~29 230~241 179~189 

6 38~42 25~27 218~229 168~178 

5 33~37 23~24 203~217 157~167 

4 28~32 20~22 188~202 145~156 

3 23~27 17~19 170~187 l32~144 

2 18~22 14~16 150~169 118~l31 

l ~17 ~13 ~149 ~1l7 

表5. 握力における

『体力番付』と全国平均値 (2003)との比較

『体力番付」

(2005) 

全国平均値

(2003) 

『体力番付』

(2005) 

全国平均値

(2003) 

参加者数 握力

(名) (kg) 

l34 45.8士6.3

女子 56 128.2 ::t 4.4 

9087 43.5::t 6.6 

女子 ll051 26.7土4.4

(平均±標準偏差)

表6. 立ち幅跳びにおける

『体力番付』と全国平均値 (2003)との比較

参加者数 立ち幅跳び

(名) (cm) 

134 232.6 ::t 27.8 

女子 56 171.6 ::t 23.4 

7801 232.1 ::t 24.6 

女子 6890 169.2土24.0

(平均土標準偏差)
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録に挑戦することがいかに楽しいかを体験させ，それに

より身体を育む授業である体育科目に関心を持ってもら

うことと，体育研究所内にあるトレーニングルーム開放

を含めた紹介を行い，塾生一人一人が健康になるために

必要不可欠な要因である運動の重要性を理解してもらう

ことであった。当初の予想では， 1日15~ 20名程度の

参加者を見込んでいたが，予想、を反する嬉しい結果とな

り5日間で 190名の参加があった。それは，いかに塾生

達が体力に関する高い意識を持っているかという表れで

あると思われる。本塾は選択制体育科目ではあるが，こ

こ数年毎年延べ8000名近い履修者がいる。そして今年

に関しては延べ8351名にも達した。健康に関する情報

は，テレビやインターネットなどを通じて非常に多く得

られる環境にあり，塾生達はその中から自分に必要な情

報のみを選ぶようにしている。しかしながら，情報は混

乱を招き，塾生達はどれが一番自分に適しているのか分

からなくなっているように思われる。現に授業中にサプ

リメントやトレーニング方法などについて質問してく

る塾生が多々見受けられるO それらを解消するために

も，体育研究所が健康に関する情報を幅広く発信するこ

とにより塾生に正しい体育という教養を身に付けさせる

だけでなく，今後の生活習慣病などの疾病予防を心がけ

る知育を伸ばすことが今後の課題のひとつでもある。そ

のきっかけ作りとして，今後もこのようなイベントを企

画していきたい。またさらに，本塾オリジナル健康関連

体力テストが10年目を迎えるにあたり，体力・運動能力

に関する科学的認識の進歩，体力テスト開発に関する新

しいニーズ，各テスト項目の測定方法や評価基準の妥当

性の再検討などを踏まえ，見直しを行う必要もあると思

われる。今後，新たなテストを再考案して本塾オリジナ

ルの体力診断・運動処方システムの再開発を行い，継続

的に本塾に入学してくる塾生の体力の変移などについて

データ収集・分析をしていく必要性があると思われる。
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